
本年７月、市民の里から林道高倉線、お菊松ハイキングコースにあるトイレドア・看

板・ガードレール・石碑・立ち木・顕彰碑、並びにりんくう南浜サザンビーチに隣接す

る歩道において、あわせて３０件近い部落差別落書きがあいついで発見されました。

こうした一連の行為は、同和地区に対する予断や偏見に基づく深刻な人権侵害です。

すべての人々の尊厳が守られ基本的人権が尊重される社会づくりは、地域社会の一人ひ

とりのたゆまない努力によって達成されるものであり、差別をしない、差別を許さない、

差別を見過ごさない積極的な行動が大切です。（関連記事本紙１９ページ）
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広げ高めよう　差別を許さぬ　市民の声
～続発する差別事象の発覚～



３

Ｑ．

調
査
員
は
ど
ん
な
人
な
の
？

Ａ．

調
査
票
を
配
布
、
回
収
す
る
国
勢
調
査

員
は
市
区
町
村
長
の
推
薦
に
よ
り
総
務
大
臣

が
任
命
す
る
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

一
人
あ
た
り
約
五
十
世
帯
を
受
け
持
ち
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
の
適
切
な
時
間
に
合
わ
せ
、

夜
間
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

Ｑ．

必
ず
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

Ａ．

も
し
も
、
調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ

た
り
、
正
し
い
申
告
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
り

す
る
と
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、「
統
計
法
」
と

い
う
法
律
で
、
申
告
義
務
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
ま
す
。
国
勢

調
査
は
極
め
て
重

要
な
統
計
調
査
で

す
し
、
そ
の
結
果

は
私
達
の
生
活
に

還
元
さ
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ．

プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
守
ら
れ
る

の
？

Ａ．

調
査
を
す
る

人
が
、
調
査
の
結

果
を
他
人
に
漏
ら

し
た
り
、
統
計
を

つ
く
る
目
的
以
外

に
調
査
票
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
は
法
律
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
票

は
外
部
の
人
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
厳
重
に

保
管
さ
れ
、
集
計
後
は
す
べ
て
溶
か
し
て
再

生
紙
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ．

調
査
結
果
は
い
つ
わ
か
る
の
？

Ａ．

全
国
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
別
の
速

報
人
口
・
世
帯
数
は
、
平
成
十
七
年
十
二
月

に
公
表
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
年
齢
別
人
口
、

世
帯
の
状
況
な
ど
の
都
道
府
県
・
市
区
町
村

別
の
詳
し
い
統
計
が
、
都
道
府
県
ご
と
に
順

次
公
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
統
計
は
総
務

省
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
は

都
道
府
県
・
市
区
町
村
や
全
国
各
地
の
主
要

な
図
書
館
に
送
付
さ
れ
、
だ
れ
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ．

調
査
結
果
は
ど
の
様
に
使
わ
れ
る
の
？

Ａ．

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
公
営
住
宅
を
建

て
た
り
、
橋
を
か
け
た
り
と
い
う
よ
う
に
目

に
見
え
る
直
接
的
な
も
の
と
選
挙
や
国
勢
調

査
の
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
国
民
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
て
か
ら
サ
ー
ビ
ス
へ
転
換
す
る
間

接
的
な
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

国
勢
調
査
の
場
合
、
今
日
調
査
し
た
か
ら

と
い
っ
て
明
日
そ
の
効
果
が
目
に
見
え
て
現

れ
る
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
勢
調
査
が
必
要
と

さ
れ
る
の
は
、
福
祉
施
策
、
雇
用
政
策
、
食

料
需
給
計
画
、
防
災
対
策
、
都
市
整
備
計
画
、

住
宅
建
設
計
画
な
ど
の
各
種
行
政
施
策
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
か
ら
で
す
。

Ｑ．

他
の
国
で
も
同
じ
よ
う
な
統
計
調
査
を

し
て
い
る
の
？

Ａ．

統
計
の
作
成
を
目
的
と
し
た
調
査
は
、

日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
中

国
、
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
、
世
界
の
多
く
の
国
・
地
域

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
各
行
政
に
利
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
諸
外
国
と
比
較
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
国
際
的
な
視
点
か
ら
、
国
際
連
合

で
は
、
一
九
五
〇
年
か
ら
十
年
ご
と
に
「
世

界
人
口
セ
ン
サ
ス
」
計
画
を
推
進
し
、
世
界

各
国
に
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

現
在
は
、「
二
〇
一
〇
年
世
界
人
口
・
住
宅

セ
ン
サ
ス
」（
対
象
期
間：

二
〇
〇
五
年
〜
二

〇
一
四
年
）
に
向
け
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

国勢調査 
平成17年10月1日貍 

９月下旬から調査員がおうかがいいたします 

2005

未来の豊かな暮らしのために 

国
勢
調
査
　
Ｑ
＆
Ａ

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

泉南市の人口（７月末現在）
人　口‥‥‥65,826人
男‥‥‥‥32,048人
女‥‥‥‥33,778人

世帯数‥‥‥23,937世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）、
日
本
は
人

口
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
十
二
年
）
国
勢
調
査

の
デ
ー
タ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
増
え
続
け
て
き
た

日
本
の
総
人
口
は
今
後
、
減
少
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
少

子
・
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
社
会
を
支
え
る
人

口
の
構
造
も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
国
勢
調
査
は
少
子
・
高
齢
化
と
い

う
大
き
な
変
化
の
と
き
に
あ
る
日
本
の
姿
を
明

ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
地
域
の
在
り

方
を
描
い
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。調

査
結
果
は
、「
統
計
」
と
し
て
ま
と
め
、

住
宅
、
福
祉
、
交
通
、
雇
用
な
ど
こ
れ
か
ら
の

各
種
行
政
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
活
用
さ

れ
ま
す
。

未
来
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
現
在
を
調
査
票

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
国
勢
調
査
員
が
九
月
下
旬
か
ら
お
う

か
が
い
し
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
調
査
内
容
は
、
男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、

就
業
状
況
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類
な

ど
、
全
部
で
十
七
項
目
で
す
。
調
査
の
対
象
に

な
る
の
は
十
月
一
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
人
で
笊
す
で
に
三
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

笆
十
月
一
日
の
前
後
を
通
じ
て
三
ヶ
月
以
上
住

む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
人
で
す
。

調
査
票
は
国
勢
調
査
員
が
回
収
に
お
う
か
が

い
し
ま
す
。
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統
計
法
に

よ
っ
て
厳
重
に
守
ら
れ
ま
す
。
他
に
漏
れ
た
り
、

統
計
を
作
成
す
る
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ

と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

国
勢
調
査
は
人
口
と
世
帯
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
今
か
ら
八
十
五
年
前

の
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
年
）
に
第
一
回
が
行
わ
れ
て
以
来
、
お
お
む
ね
五
年
ご
と
に
行
わ

れ
、
今
回
で
第
十
八
回
目
を
迎
え
ま
す
。

▼
国
勢
調
査
に
関
す
る
お
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）
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乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者

に
育
児
の
専
門
的
知
識
と
友
達
づ

く
り
の
き
っ
か
け
を
提
供
し
ま

す
。
▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
次

の
と
お
り
※
時
間
は
全
て
午
前
十

時
〜
正
午
（
但
し
、
第
三
回
の
み

午
前
十
時
半
〜
午
後
十
二
時
半
）

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対

象
＝
乳
幼
児
の
保
護
者
▼
定
員
＝

二
十
人
（
一
時
保
育
は
十
五
人
）

多
数
の
場
合
は
抽
選
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
一
歳

以
上
就
学
前
の
子
ど
も
。
初
回
の

み
子
ど
も
一
人
に
つ
き
保
険
代
五

〇
〇
円
が
必
要
▼
主
催
＝
泉
南
市

地
域
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
▼
そ

の
他
＝
▽
一
回
単
位
で
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
▽
一
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
は

会
場
に
入
室
で
き
ま
す
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
九
月
二
十
一
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ

キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

一
時
保
育
希
望
の
有
無
（
一
時
保

育
希
望
の
方
は
子
ど
も
の
名
前
、

生
年
月
日
、
性
別
も
記
入
）
を
明

記
し
、
樽
井
公
民
館
、
親
育
ち
・

子
育
ち
ホ
ッ
と
講
座
係
へ

樽
井
公
民
館
ま
つ
り
の
一
環
と

し
て
、
わ
ら
べ
う
た
・
唱
歌
な
ど

を
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
団
体
及
び

個
人
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
九
日
貍
午
後

予
定
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
三

階
多
目
的
ホ
ー
ル
▼
対
象
＝
わ
ら

べ
う
た
・
唱
歌
な
ど
を
歌
っ
て
い

た
だ
け
る
団
体
・
個
人
※
コ
ー
ラ

ス
団
体
・
グ
ル
ー
プ
・
個
人
等
、

形
態
は
自
由
で
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽

井
公
民
館
、
わ
ら
べ
う
た
係
へ

夏
休
み
後
は
、
樽
井
公
民
館
の

一
階
の
部
屋
が
あ
い
て
い
る
日
曜

日
の
み
、
自
習
室
と
し
て
開
放
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
週
日
曜
日

（
行
事
等
に
よ
っ
て
利
用
で
き
な

い
時
も
あ
り
ま
す
）
午
前
九
時
十

五
分
〜
午
後
五
時
▼
対
象
＝
決
ま

り
を
守
っ
て
利
用
で
き
る
人
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
入
退
室

時
に
、
自
習
室
利
用
記
録
表
に
必

要
事
項
を
書
い
て
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
樽
井
公
民
館

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山
の
お

友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
九
月
八
日
笆
十
五
日

笳
十
月
十
三
日
笘
十
一
月
十
日
の

木
曜
日
、
時
間
は
全
て
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
樽
井

公
民
館
笆
信
達
公
民
館
笳
り
ん
く

う
南
浜
二
号
公
園
笘
海
会
寺
跡

（
笳
笘
は
雨
天
の
場
合
樽
井
公
民

館
に
変
更
）
▼
内
容
＝
笊
笆
親
子

で
交
通
安
全
教
室
笳
し
ゃ
ぼ
ん
玉

で
遊
ぼ
う
笘
海
会
寺
跡
で
ど
ん
ぐ

り
拾
い
（
笳
笘
は
雨
天
の
場
合
は

小
麦
粉
粘
土
で
遊
ぼ
う
）
▼
対

象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
▽
九
月
は
泉
南
警
察
署
の
方

が
指
導
、
写
真
を
一
緒
に
撮
り
た

い
方
は
カ
メ
ラ
を
持
参
く
だ
さ
い

▽
笳
笘
が
雨
天
の
場
合
は
、
小
麦

粉
を
持
参
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝

不
要
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

広
く
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
る
、

じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋
で
遊

び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
九
月
三

十
日
貊
、
十
月
二
十
七
日
貅
、
十

一
月
二
十
五
日
貊
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館

大
会
議
室
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
す
こ
や
か
新
聞
を
配
布
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

将
来
の
指
導
者
的
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
小
学
四
年
生
〜
中

学
三
年
生
を
対
象
に
「
た
ち
つ
て

と
広
場
」
を
実
施
中
。
子
ど
も
の

好
き
な
方
、
仲
間
と
一
緒
だ
か
ら

こ
そ
取
り
組
め
る
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
頂
け
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
基
本
的
に
十
二
月
ま
で
の
第

一
土
曜
日
の
子
ど
も
と
の
活
動
日

や
会
議
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
は
不
可
、
現
在
は
十

代
〜
六
十
代
の
方
が
活
動
し
て
い

ま
す
）
▼
そ
の
他
＝
初
め
て
の
方

に
は
研
修
な
ど
も
あ
り
ま
す
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

小
中
学
生
の
時
の
体
験
を
、
今

度
は
あ
な
た
が
子
ど
も
達
に
伝
え

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。
高
校
生
は

大
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
の
第
一
歩
で

す
。
そ
ん
な
練
習
を
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
く
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
十
二
月
ま
で
の
毎
月
第

一
土
曜
日
、
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
他

（
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
）
▼
対

象
＝
高
校
一
年
生
〜
三
年
生
▼
内

容
＝
た
ち
つ
て
と
広
場
の
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

５

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

ttarui

親
育
ち
・
子
育
ち

ホ
ッ
と
講
座

ttarui

た
ち
つ
て
と
広
場

高
校
生
ク
ラ
ブ
募
集
ttarui

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
ttarui

回 

１ 10月７日貊 渡辺範子さん（観心寺保育園園長） 軼心軻を育てるために大切なこと 

本気であ・そ・ぶ邇 

生活リズムと食生活 

届けよう！子どものこころへ 

今の思いをみんなで話そう！ 

気づこう！わたしの気持ち 

気づこう！子どもの気持ち 

　　　　　・・・ 

　　　　　・・・ 

　　　　　・・・ 

10月14日貊 

10月20日貅 

11月４日貊 

11月11日貊 

11月17日貅 

11月24日貅 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

と　き 内　容 講　師 
わたなべのりこ 

奥村仁美さん（子ども情報研究センター） 
おくむらひとみ 

野崎淑香さん 
のざきとしか 

南幸さん（畿央大学健康生活学科長） 
みなみみゆき 

（コミュニケーションセンター・こころ） 

金澤香代子さん 
かなざわかよこ 

（親子関係セミナーインストラクター） 

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ttarui

日
曜
日
に
自
習
室
を

開
放
し
ま
す

ttarui

わ
ら
べ
う
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
出
演
者
募
集
ttarui

▼
と
き
＝
十
月
五
日
貉
〜
二
十
六

日
貉
の
毎
週
水
曜
日
の
午
後
四
時

〜
五
時
半
（
全
四
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
三
階
PC
ル

ー
ム
▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
で
で
き

る
ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト
▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
一
年
生
〜
四
年
生
▼

定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円

（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
九
月
二
十
六
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加

希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
十
月
五
日
貉
〜
二
十
六

日
貉
の
毎
週
水
曜
日
の
午
後
四
時

〜
五
時
半
（
全
四
回
）▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
四
年
生
〜
中
学

三
年
生
▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
三

〇
〇
円
（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
九
月
二
十
六
日
豺
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ミ
サ
ン
ガ
を
作
ろ

う
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
英
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
（
前
回
と
同
じ
内
容
で
す
）

▼
と
き
＝
十
月
八
日
貍
〜
十
一
月

十
九
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午
前
十

時
半
〜
十
一
時
半
（
全
七
回
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
一
年
生
〜
三
年

生
▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇

円
（
教
材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
九
月
二
十
六
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル

に
、
え
い
ご
で
ご
あ
い
さ
つ
参
加

希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学

生
学
習
相
談
会
に
参
加
す
る
中
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
と

き
＝
九
月
十
六
日
貊
か
ら
の
毎
週

金
曜
日
午
後
六
時
〜
七
時
半
（
数

学
）
・
土
曜
日
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
（
英
語
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝
英

語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学

生
▼
定
員
＝
各
学
年
・
各
教
科
十

五
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

参
加
費
＝
無
料
（
保
険
加
入
希
望

の
場
合
は
五
〇
〇
円
必
要
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
十
三
日
貂

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま

た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
中
学
生
学

習
相
談
会
参
加
希
望
、
参
加
希
望

科
目
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
笊
九
月
十
二
日
豺

午
後
三
時
四
十
五
分
〜
四
時
半
笆

十
七
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四
十

分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
笊
よ
ー
い
ど
ん
け
つ
い

っ
と
う
し
ょ
う
・
山
の
リ
コ
ー
ダ

ー
他
笆
ね
え
、
と
う
さ
ん
・
ゆ
う

た
く
ん
ち
の
い
ば
り
い
ぬ
他
▼
対

象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
七
日
貍
午
前
十

時
四
十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
朗
読
講
座
▼
講
師
＝
石
川

い
し
か
わ

楊よ
う

子こ

さ
ん
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の

方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み

聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察

会
を
毎
月
開
催
。
野
鳥
の
観
察
を

通
し
て
、
身
近
な
自
然
を
体
感
し

ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
九
月
十
日

貍
午
前
九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

男
里
川
周
辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学

生
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
費
用
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
生
〜
中
学
生
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

進
路
を
考
え
よ
う

中
学
生
学
習
相
談
会
sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

パ
ソ
コ
ン
教
室

ゲ
ー
ム
と
ク
ラ
フ
ト
sseishonen

ミ
サ
ン
ガ
を
作
ろ
う

sseishonen

え
い
ご
で

ご
あ
い
さ
つ

sseishonen

シ
ギ
・
チ
ド
リ
の

観
察

sseishonen

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

sseishonen



▼
と
き
＝
九
月
十
八
日
豸
（
全
国

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
）
午
前

十
時
〜
午
後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
新

家
自
然
緑
地
ル
ナ
・
り
ん
く
う
風

の
谷
公
園
▼
内
容
＝
自
然
観
察
会

（
貝
塚
自
然
遊
学
館
元
館
長

上
久
保
文
貴

う
わ
く
ぼ
ふ
み
た
か

さ
ん
）
・
里
山
整
備

活
動
の
体
験
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
（
自
然
物
を
使
っ
た
工
作
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不

要
▼
主
催
＝
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員

会
文
化
推
進
事
業
部
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

森
の
保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
十
月
一
日
貍
午
前

十
時
半
〜
午
後
三
時
（
雨
天
中

止：

当
日
午
前
六
時
半
か
ら
左
記

電
話
番
号
で
案
内
が
あ
り
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河

の
森
、
紀
泉
わ
い
わ
い
村
）
▼
内

容
＝
山
づ
く
り
、
ク
リ
園
の
整
備

（
下
草
刈
り
等
）
▼
集
合
＝
紀
泉

わ
い
わ
い
村
管
理
棟
前
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水

筒
、
雨
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、

軍
手
等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
Ｅ

メ
ー
ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
譛
大

阪
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会e

-

m
ail:m

id
ori@

og
tru
st.jp

／
薀

０
６
・
６
９
４
９
・
５
７
０
５
／

蕭
０
６
・
６
９
４
９
・
５
７
０
７

森
林
浴
は
、
ゆ
ら
ぎ
効
果
、
い

や
し
な
ど
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
健

康
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。
▼
と

き
＝
十
月
十
一
日
貂
午
前
九
時
半

〜
午
後
四
時
頃
▼
と
こ
ろ
＝
奥
山

お
く
や
ま

雨
山

あ
め
や
ま

自
然
公
園
・
永
楽
ダ
ム
コ
ー

ス
（
平
坦
地
と
森
林
を
約
六
㎞
程

度
）
▼
集
合
＝
午
前
九
時
二
十

分：

あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
解
散
＝
午

後
四
時
頃：

あ
い
ぴ
あ
泉
南
（
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
送
迎
）
▼
講

師
＝
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
▼

対
象
＝
六
十
歳
以
上
の
市
民
▼
持

ち
物
＝
弁
当
・
シ
ー
ト
・
お
茶
・

タ
オ
ル
・
雨
具
・
保
険
証
（
コ
ピ

ー
可
）
・
手
袋
・
ス
ト
ッ
ク
（
お

持
ち
の
方
の
み
）
等
▼
服
装
＝
長

袖
長
ズ
ボ
ン
・
帽
子
・
滑
り
に
く

い
靴
▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）▼
費
用
＝
一
回
二

〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
五
回
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
▽
第
二
回：

十

一
月
八
日
貂
犬
鳴
山
渓
谷
▽
第
三

回：

十
二
月
六
日
貂
い
づ
み
の
森

▽
第
四
回：

平
成
十
八
年
一
月
十

七
日
貂
ほ
の
字
の
里
▽
第
五
回：

平
成
十
八
年
三
月
十
四
日
貂
槙
尾
ま
き
お

山さ
ん

※
詳
細
は
受
講
決
定
後
お
知
ら

せ
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
二

十
二
日
貅
ま
で
に
あ
い
ぴ
あ
泉
南

へ
薀
祕
０
７
０
７

▼
と
き
＝
十
月
二
十
二
日
貍
雨
天

中
止
、
午
前
九
時
半
に
樽
井
駅
バ

ス
停
集
合
▼
コ
ー
ス
（
七
㎞
程
度

の
平
地
散
策
）
＝
〔
第
一
部
〕
樽

井
駅
前
〜
（
仁
右
衛
門
坂

に
え
も
ん
ざ
か

）
〜

受
法
寺

じ
ゅ
ほ
う
じ

〜
専
徳
寺

せ
ん
と
く
じ

〜
茅
渟
ち
ぬ

神
社
〜

南
泉
寺

な
ん
せ
ん
じ

〜
道
祖
神
〜
山
ノ
井
遺
跡

や
ま
の
い
い
せ
き

〜
旧
樽
井
町
役
場
・
山
ノ
井
神
社

〜
赤
レ
ン
ガ
工
場
跡
〜
男
里
山
ノ

井
〜
天
神
ノ
森

て
ん
じ
ん
の
も
り

〜
男
里
川
干
潟

お
の
さ
と
が
わ
ひ
が
た

（
〜
樽
井
駅
）〔
第
二
部
〕（
男
里

川
干
潟
〜
）
男お
の

神
社
（
昼
食
）
〜

小
石
室
・
男
里
遺
跡
〜
双
子
池

ふ
た
ご
い
け

〜

（
信
長
街
道
）
〜
千
体
地
蔵

せ
ん
た
い
じ
ぞ
う

〜

極
楽
密
寺

ご
く
ら
く
み
つ
じ

〜
文
化
ホ
ー
ル
（
解
散
）

▼
第
一
部
の
み
の
参
加
者
＝
午
後

十
二
時
す
ぎ
に
樽
井
駅
で
自
然
解

散
▼
第
一
・
二
部
参
加
者
＝
弁
当

持
参
、
午
後
二
時
過
ぎ
に
文
化
ホ

ー
ル
で
解
散
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

定
員
＝
五
十
名
▼
ガ
イ
ド
＝
泉
南

案
内
人
の
会
▼
主
催
＝
泉
南
市
Ａ

Ｂ
Ｃ
委
員
会
文
化
推
進
事
業
部
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
二
十
二

日
貅
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
一
七
）
蕭
祟
７
３

０
６
／e-m

ail:sy
ou
g
ai@
city
.

sennan.lg.jp

岸
和
田
市
か
ら
岬
町
ま
で
の
教

育
委
員
会
が
協
力
し
「
泉
州
ふ
る

さ
と
再
発
見
Ⅶ
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
広
域
生
涯
学
習
講
座
を
開
催
。

▼
開
設
講
座
＝
次
の
表
参
照

▼
対
象
＝
原
則
と
し
て
全
四
回
参

加
可
能
な
方
▼
定
員
＝
五
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
保
険
料
三
〇
〇
円
（
交
通
費

は
自
己
負
担
）
▼
申
込
み
＝
九
月

三
十
日
貊
当
日
消
印
有
効
で
、
往

復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に
つ
き
申
込
み

一
名
）
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
返
信
用
宛
先
記
入
の

上
、
〒
五
九
八
・
八
五
八
八
泉
南

郡
田
尻
町
大
字
嘉
祥
寺
三
七
五
・

一
田
尻
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
「
お
お
さ
か
ふ
み
ん
ネ
ッ
ト
」

係
薀
碼
５
０
２
３
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

六
十
年
前
の
体
験
談
を
交
え
な

が
ら
、
泉
南
市
の
旧
跡
、
観
光
コ

ー
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
再
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
九
月

二
十
二
日
貅
午
後
一
時
半
〜
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
二
階
大
会
議

室
▼
テ
ー
マ
＝
泉
南
再
発
見
・
観

光
と
町
お
こ
し
▼
講
師
＝
泉
南
案

内
人
の
会
会
長
・
北
山
靖
夫

き
た
や
ま
や
す
お

さ
ん

他
▼
参
加
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
十
月
一
日
貍
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
三
階
▼
当
番
釜
担
当
＝

梶
本
三
根
子

か
じ
も
と
み
ね
こ

と
社
中
一
同

し
ゃ
ち
ゅ
う
い
ち
ど
う

▼
費

用
＝
一
人
五
〇
〇
円
▼
問
合
せ
＝

生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）

７

歴
史
文
化
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

神
武
神
話
コ
ー
ス

泉
南
市
文
化
協
会

茶
花
道
連
盟
当
番
釜

泉
南
市
文
化
協
会

第
一
回
文
化
サ
ロ
ン
開
催

お
お
さ
か
ふ
み
ん

ネ
ッ
ト
参
加
者
募
集

堀
河
の
森
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

森
林
浴

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

自
然
教
室
開
催

里
山
で
森
林
浴
体
験

と　き 
10月23日豸 

集合場所 

午後２時～４時 願泉寺 

煉瓦館コットンホール 
薀碆０３９１ 

11月６日豸 
午前10時～正午 

南海本線 
「鳥取ノ荘駅」 

南海本線 
「淡輪駅」 

11月27日豸 
午前10時～正午 

12月13日貂 
午後１時半～４時 

がんせんじ 

子
ど
も
の
成
長
・
健
康
・
食
生

活
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
な
が
ら

友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
九
月
二
十
九
日
貅
・
十
月
六

日
貅
・
十
三
日
貅
・
二
十
日
貅
・

二
十
七
日
貅
・
三
十
一
日
豺
の
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
（
全
六
回
）

▼
と
こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ひ
だ
ま
り
」
▼
対
象
＝
平
成

十
五
年
十
月
一
日
〜
平
成
十
六
年

九
月
三
十
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
▼
内
容
＝
ふ
れ
あ
い

遊
び
・
お
も
ち
ゃ
作
り
・
ミ
ニ
講

座
「
食
生
活
」
・
調
理
実
習
「
お

や
つ
」
・
保
育
所
交
流
等
▼
参
加

費
＝
無
料
（
実
習
の
材
料
費
は
各

自
負
担
）
▼
定
員
＝
十
組
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
九
月
二
十
日
貂
ま
で
に
電

話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
へ
薀
祚
３
３
７
１

親
子
で
参
加
し
、
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
笊
九
月
九

日
貊
笆
十
六
日
貊
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
（
雨
天

実
施
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊
市
立
鳴
滝

第
一
保
育
所
笆
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新

家
（
新
家
小
学
校
横
）
▼
対
象
＝

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容
＝
歌
・
手
遊
び
・
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
・
親
子
の
遊
び
・
戸
外
遊

び
（
水
遊
び
・
シ
ャ
ボ
ン
玉
等
）

▼
申
込
み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
駐

車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
着
替
え
、

お
茶
等
持
参
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

親
子
で
楽
し
く
参
加
し
な
が

ら
、
友
達
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
〜
三
月
（
月
二

回
・
月
曜
日
）
全
十
回
笊
第
一
・

三
月
曜
日：

十
月
十
七
日
豺
開
始

笆
第
二
・
四
月
曜
日：

十
月
二
十

四
日
豺
開
始
※
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
と
こ

ろ
＝
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
▼
対

象
＝
市
内
に
在
住
す
る
笊
一
〜
二

歳
の
子
ど
も
笆
三
〜
五
歳
の
子
ど

も
と
各
々
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝

笊
笆
と
も
に
十
五
組
▼
費
用
＝

一
、
〇
〇
〇
円
（
材
料
費
・
お
や

つ
代
等
）
▼
そ
の
他
＝
申
込
み
後

の
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
九
月

二
十
二
日
貅
ま
で
に
費
用
持
参
の

上
、
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
へ
薀
祚

０
１
９
０
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉

課
（
内
線
二
四
二
）

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
気
軽

に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て

相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
▼

と
き
＝
笊
笆
九
月
六
日
貂
・
十
月

四
日
貂
笳
笘
九
月
二
十
日
貂
・
十

月
十
八
日
貂
笙
九
月
十
三
日
貂
・

二
十
七
日
貂
・
十
月
十
一
日
貂
・

二
十
五
日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡

先
＝
笊
信
達
保
育
所
祟
４
６
４
２

笆
樽
井
保
育
所
祗
０
０
７
４
笳
浜

保
育
所
祚
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一

保
育
所
祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ
こ

広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊

戯
室
、
所
庭
）
祚
３
３
７
１
▼
開

放
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉

課
（
内
線
二
八
一
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が

広
が
る
…
。
図
書
館
で
は
、
そ
ん

な
「
お
は
な
し
」
を
通
し
て
、
楽

し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
九

月
十
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三
時
頃

ま
で
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視

聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳
以
上
の
お

子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝

先
着
四
十
人
（
途
中
の
出
入
り
は

不
可
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
▽
第
一
・
三
・
四
土
曜
日
の

午
後
二
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、

同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙
芝

居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か
ら
入
場

可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

文
化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
史
跡
海
会
寺
跡
広
場
に
暮
ら

す
生
物
た
ち
の
フ
ィ
ー
ル
ド
マ
ッ

プ
作
り
を
通
し
て
文
化
財
と
自
然

の
大
切
さ
を
体
験
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
▼
と
き
＝
九
月
二
十
四
日

貍
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

史
跡
海
会
寺
跡
広
場
▼
指
導
＝
譖

大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
専
門

家
▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
▼
定
員
＝
三
十
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
（
保
険
代
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
十
二

日
豺
〜
二
十
日
貂
（
九
月
十
七
日

貍
〜
十
九
日
豢
を
除
く
）
ま
で
に

来
館
の
上
、
受
付
で
直
接
申
込
み

く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
古
代
史

博
物
館
薀
祟
６
７
８
９

６

わ
ん
ぱ
く
教
室（
一
歳
向
け
）

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

第
一
回
海
会
寺
の
森

を
見
る
（
昆
虫
編
）

市
立
保
育
所
で

所
庭
開
放

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ア
ン
ジ
ュ
ミ
ニ
ヨ
ン
」

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。



ル
で
〒
五
四
二
・
〇
〇
一
二
　
大

阪
市
中
央
区
谷
町
七
・
四
・
一
五

第
七
回
大
阪
保
育
子
育
て
人
権
研

究
集
会
事
務
局
（
ち
ゃ
い
る
ど
ネ

ッ
ト
大
阪
）
薀
０
６
・
６
７
６

４
・
８
１
８
１
蕭
０
６
・
６
７
６

４
・
８
１
７
８
／e-m

ail:hello@

c-rights-net.gr.jp

※
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジhttp://w

w
w
.c-rights-net.

gr.jp

に
も
申
込
用
紙
を
掲
載
。

大
阪
府
IT
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
楽

し
く
、
一
緒
に
パ
ソ
コ
ン
を
学
ん

で
み
よ
う
。
▼
講
習
日
＝
毎
月
開

催
（
申
込
は
随
時
）▼
と
こ
ろ
＝
大

阪
府
IT
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
大
阪
市

天
王
寺
区
六
万
体
町

ろ
く
ま
ん
た
い
ち
ょ
う

三
・
二
一
）

▼
対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
す
る
方
▼
講
習
会
の
コ
ー
ス
＝

肢
体
障
害
者
コ
ー
ス
、
視
覚
障
害

者
コ
ー
ス
、
聴
覚
障
害
者
コ
ー
ス

▼
内
容
＝
初
心
者
向
け
講
習
会
▼

受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実

費
負
担
）
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
IT

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
IT
講
習
会
係
薀
０

６
・
６
７
７
６
・
１
２
２
１

▼
と
き
＝
平
成
十
七
年
十
月
十
一

日
〜
平
成
十
八
年
三
月
二
十
八

日
、
毎
週
火
曜
日
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
（
年
末
・
年
始
・
祝
日
を
除

く
）
全
二
十
二
回
▼
と
こ
ろ
＝
あ

い
ぴ
あ
泉
南
▼
内
容
＝
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
・
基
礎
コ
ー
ス
▼
対

象
＝
初
級
手
話
講
習
会
（
手
話
奉

仕
員
養
成
講
座
・
入
門
）
を
修
了

さ
れ
た
方
で
泉
南
市
在
住
・
在
勤

の
方
▼
定
員
＝
三
十
名
▼
参
加

費
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
二
十

二
日
貅
ま
で
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
住
所
、
氏
名
、
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

番
号
を
記
入
の
上
、
高
齢
障
害
福

祉
課
へ（
内
線
三
〇
九
蕭
祟
７
６

６
７
）

市
民
の
皆
様
が
心
を
込
め
た
、

手
作
り
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
十
一
月
十
一
日

貊
〜
十
三
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

（
展
示
室
）
▼
応
募
資
格
＝
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
者
（
中
学
生

以
下
は
除
く
）
▼
募
集
部
門
＝
絵

画
･
生
花
･
陶
芸
▼
作
品
＝
一
人

一
部
門
に
つ
き
二
点
と
し
、
自

作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月

十
四
日
貉
か
ら
十
月
九
日
豸
（
毎

週
月
曜
日
、
九
月
二
十
日
貂
、
二

十
三
日
豢
は
休
館
日
）
ま
で
の
午

前
十
時
〜
午
後
五
時
に
文
化
ホ
ー

ル
事
務
所
（
図
書
館
二
階
）
へ

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
商
工

祭
の
会
場
を
、
中
部
ポ
ン
プ
場
横

の
駐
車
場
に
変
更
し
、
十
一
月
十

三
日
豸
に
開
催
し
ま
す
。
商
工
業

者
の
出
店
に
つ
い
て
は
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
時
に
商
工
祭
へ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
を
募

集
し
ま
す
。
参
加
資
格
は
商
売
に

関
心
が
あ
り
、
泉
南
市
内
の
高

校
・
大
学
・
専
門
学
校
に
通
う
生

徒
で
す
（
三
人
一
組
）。
販
売
品

は
飲
食
物
以
外
な
ら
何
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
商
工
会
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
泉
南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６

５
泉
南
市
商
工
会
で
は
地
域
の
企

業
の
人
材
確
保
と
雇
用
機
会
を
創

出
す
る
為
、
泉
南
市
内
の
事
業
所

で
の
就
職
を
希
望
す
る
人
と
人
材

を
求
め
る
企
業
を
一
堂
に
会
し
た

合
同
就
職
面
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
本
面
接
会
に
ご
参
加
を
希
望

さ
れ
る
事
業
所
と
、
泉
南
市
内
の

事
業
所
に
就
職
を
希
望
さ
れ
て
い

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

十
月
二
十
一
日
貊
午
後
一
時
〜
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼

内
容
＝
「
合
同
就
職
面
接
会
in
せ

ん
な
ん
」
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

笊
防
衛
大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国

籍
を
有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
か
ら
二
十
一
歳
未
満
の
方

▼
そ
の
他
＝
修
学
年
限
は
四
年
で

卒
業
後
一
年
で
幹
部
に
任
官
笆
防

衛
医
科
大
学
校
▼
資
格
＝
日
本
国

籍
を
有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み

含
む
）
か
ら
二
十
一
歳
未
満
の
方

▼
そ
の
他
＝
修
学
年
限
は
六
年
で

医
師
免
許
取
得
後
幹
部
に
任
官
笳

看
護
学
生
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を

有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

か
ら
二
十
四
歳
未
満
の
方
▼
そ
の

他
＝
修
学
年
限
三
年
で
看
護
士
免

許
取
得
後
に
曹
に
任
官
▼
笊
笆
笳

申
込
み
受
付
期
間
＝
九
月
九
日
貊

〜
三
十
日
貊
▼
笊
笆
笳
問
合
せ
＝

泉
佐
野
募
集
案
内
所
薀
磋
６
９
６

３

市
民
体
育
館
で
は
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
十

月
二
日
豸
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
対
象
＝
市

内
在
住
・
在
勤
で
十
八
才
以
上
の

方
▼
定
員
＝
五
十
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
間
＝
九
月
二
十
三
日
豢

〜
三
十
日
貊
、
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
九
月
二
十
四
日
貍
・
月
曜

の
午
後
・
火
曜
日
は
休
館
）
※
但

し
、
期
間
内
で
あ
っ
て
も
定
員
に

な
り
次
第
締
切
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
内
容
＝
講
義
・
実
習
▼
持
参

品
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上
靴

▼
そ
の
他
＝
▽
講
習
会
を
修
了
さ

れ
た
方
に
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具

使
用
許
可
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

（
許
可
証
が
な
け
れ
ば
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
（
有
料
）
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。）
▽
許
可
証
の
期
限
切

れ
に
は
ご
注
意
を
！
（
期
限
を
六

ヶ
月
以
上
経
過
す
る
と
更
新
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
）
▼
申
込
方

法
＝
体
育
館
備
え
付
け
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
一
枚

（
三
詢
×
二
・
五
詢
）
を
添
え
て
、

市
民
体
育
館
窓
口
へ
▼
問
合
せ
＝

市
民
体
育
館
薀
祗
１
０
０
０

９

障
害
者
IT
基
礎
講
習
会

受
講
生
募
集

中
級
手
話
講
習
会
の

受
講
生
を
募
集

泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
出
展
者
募
集

商
工
祭
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す

合
同
就
職
面
接
会
in
せ
ん

な
ん
参
加
企
業
募
集

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
の
ご
案
内

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

地
域
振
興
と
関
西
国
際
空
港
の

利
用
促
進
を
目
的
と
し
て
開
催
。

▼
と
き
＝
九
月
十
日
貍
午
前
十
時

〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
関
西
国

際
空
港
南
イ
ベ
ン
ト
広
場
・
コ
ン

コ
ー
ス
▼
内
容
＝
①
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
（
芸
能
、
音
楽
、
踊
り
、

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
）
②
泉
州

物
産
展
・
観
光
Ｐ
Ｒ
③
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
▼
主
催
＝
泉
州
地
域
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委
員
会
（
泉

州
地
域
九
市
四
町
）
▼
問
合
せ
＝

政
策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

親
子
一
緒
に
、
下
水
処
理
場
で

水
質
実
験
を
体
験
し
、
処
理
場
を

見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
十
月
二
十
二
日
貍
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
南
大
阪
湾
岸

中
部
処
理
場
（
大
阪
府
貝
塚
市
二

色
南
六
・
一
）
南
海
本
線
貝
塚
駅

か
ら
水
鉄
バ
ス
（
二
色
産
業
団
地

行：

貝
塚
駅
西
口
〜
処
理
場
前
）

車
で
の
ご
来
場
も
可
▼
対
象
＝
小

学
生
以
上
の
児
童
と
保
護
者
（
保

護
者
同
伴
）
※
当
日
は
動
き
や
す

い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
五
十

組
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
申

込
み
＝
十
月
七
日
貊
午
後
五
時

（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
代
表
者

の
氏
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
大
人
の
人
数
、
子
ど
も

の
人
数
、
学
年
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
七
・
〇
〇
九
五
大
阪
府
貝
塚

市
港
二
五
番
地
／
大
阪
府
南
大
阪

湾
岸
流
域
下
水
道
事
務
所
「
処
理

場
親
子
体
験
入
学
」
係
へ
薀
矍
７

４
０
６
蕭
矍
８
２
３
７
／e

-

m
ail:m

inam
iosakagesui-g11@

sbox.pref.osaka.jp

※
詳
細
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.

pref.osaka.jp/w
angangesui/i

ndex.htm
l

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
寄
せ
ら
れ
た
本
や
除

籍
本
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
十
月

一
日
貍
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

対
象
＝
泉
南
市
民
（
な
お
、
営
利

目
的
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
持
ち
物
＝
受
領
書
記
入
用
の
筆

記
用
具
・
本
を
入
れ
る
袋
▼
内

容
＝
大
人
向
け
の
小
説
や
文
庫

本
、
実
用
書
（
子
ど
も
の
本
、
雑

誌
等
は
除
く
）
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
▽
申
込
不
要
（
当
日
先

着
順
）
但
し
、
混
雑
時
は
入
場
制

限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
一
人

十
冊
ま
で
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

ド
イ
ツ
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ

ー
・
カ
ン
ト
ラ
イ
合
唱
団
と
の
第

二
回
日
独
交
流
演
奏
会
を
開
催
。

▼
と
き
＝
十
月
十
六
日
豸
午
後
二

時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
＝
一
、
〇
〇
〇
円
▼
問

合
せ
＝
磴
３
４
６
１
（
泉
南
市
混

声
合
唱
団
・
三
隅
み
す
み

）

障
害
者
同
士
ま
た
は
地
域
の

方
々
と
交
流
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
▼
と
き
＝
十
月
十
日
豢
午
後

十
二
時
半
受
付
〜
四
時
頃
▼
と
こ

ろ
＝
り
ん
く
う
公
園
広
場
及
び
り

ん
く
う
体
育
館
▼
参
加
資
格
＝
市

内
障
害
者
施
設
入
通
所
者
、
市
内

在
住
の
療
育
手
帳
か
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
次
の
種
目
の
で
き
る
方
▼
種

目
＝
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
九
月
二

十
六
日
豺
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
）
ま
で
に
手
帳
持
参
の
上
、
高

齢
障
害
福
祉
課
へ
（
内
線
三
〇
九
）

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
貂
午

前
十
一
時
〜
午
後
一
時
▼
と
こ

ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
▼
対
象
＝
泉

南
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
今
年

度
中
に
婚
姻
後
五
十
年
を
迎
え
ら

れ
る
ご
夫
婦
▼
申
込
み
＝
対
象
と

な
る
方
は
、
九
月
三
十
日
貊
ま
で

に
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
印
鑑
を
ご

持
参
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
み
の
時
に
婚
姻
年
月
日
を

申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。
必
ず

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝

高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
四
）

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

収
益
金
は
、
市
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。
大
阪
府
内
の
宝

く
じ
売
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。
▼
賞
金
＝
▽
一
等
前
後
賞
合

わ
せ
て
二
億
円
（
一
等
一
億
五
、

〇
〇
〇
万
円
は
二
十
四
本
、
前
後

賞
各
二
、
五
〇
〇
万
円
）
※
発
売

額
三
六
〇
億
円
で
十
二
ユ
ニ
ッ
ト

の
場
合
▼
発
売
期
間
＝
九
月
二
十

六
日
豺
〜
十
月
十
一
日
貂
▼
抽
選

日
＝
十
月
十
四
日
貊
▼
問
合
せ
＝

譛
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会
薀
０

６
・
６
９
２
０
・
４
５
６
６

府
内
の
保
育
関
係
者
が
集
う
研

究
集
会
を
開
催
。
▼
と
き
＝
笊
十

月
十
五
日
貍
午
後
二
時
〜
四
時
半

笆
十
六
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル

（
阪
南
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
）
笆

桃
山
学
院
大
学
（
聖
ト
マ
ス

館
）
・
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▼
内

容
＝
笊
全
体
会
▽
総
合
施
設
の
取

り
組
み
実
践
園
の
報
告
・
「
子
ど

も
の
人
権
」
に
つ
い
て
、
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
森
田
ゆ

り
さ
ん
の
講
演
笆
分
科
会
▽
児
童

虐
待
、
子
育
て
支
援
、
障
害
児
保

育
、
多
文
化
共
生
、
保
・
幼
・
小

の
連
携
、
仲
間
関
係
等
に
つ
い
て

の
討
論
▼
対
象
＝
保
育
・
幼
稚
園

職
員
、
教
育
関
係
者
、
保
護
者
▼

参
加
費
＝
三
、
〇
〇
〇
円
（
笊
笆

と
も
参
加
）
・
二
、
〇
〇
〇
円

（
い
ず
れ
か
参
加
）
▼
そ
の
他
＝

車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月

七
日
貊
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙

を
郵
送
又
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

８

泉
州
に
ぎ
わ
い

フ
ェ
ス
タ
開
催
案
内

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
を
開
催
し
ま
す

金
婚
祝
賀
会
を

開
催
し
ま
す

泉
州
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
処
理
場
親
子
体
験

第
七
回
大
阪
保
育

子
育
て
人
権
研
究
集
会

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）
発
売

泉
南
市
混
声
合
唱
団

第
九
回
定
期
演
奏
会

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

を
開
催
し
ま
す



平
成
十
七
年
十
月
か
ら
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
利
用
者
負
担
上
限
月
額
が

次
の
と
お
り
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
利
用
者
負
担
段
階
第
二
段
階

（
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
合

計
所
得
金
額
と
課
税
年
金
収
入
額
の
合

計
金
額
が
八
十
万
円
以
下
の
方
）

▼
利
用
者
負
担
上
限
月
額
＝
二
四
、
六

〇
〇
円
（
九
月
末
ま
で
）→

一
五
、
〇

〇
〇
円
（
十
月
以
降
）

▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課（
内
線
三
三
六
）

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜

正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

9月1日,8日,22日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

関西国際空港情報：№64

わくわく関空見学プランが
新しくなりました
関空内をバスでご覧いただける

「関空見学プラン」が、個人の方にも

お楽しみいただけるようになりまし

た。バスで展望ホールを出発し、空

港内をガイドがご案内します。

▼実施日＝土・日・祝日（１日４回、

所要時間約90分）※各開始時間の30

分前に現時集合、先着順（各回50名）

▼参加費＝▽２期島見学コース：500

円（午後12時半～、午後３時45分～）

▽機内食工場見学コース：1,000円

（お土産付き）（午前11時～、午後２

時15分～）

※コースや実施時間等については変

更になる場合があります。

▼問合せ＝関空展望ホール「Sky

View」薀碚２０８２　

関空展望ホール「Sky View」
がスケールアップオープン！
関空展望ホール「Sky View」が、

本格的な航空テーマパークとして生

まれ変わりました。お好きなスタイ

ルで機内食を楽しめるレストランや、

パイロットや管制官の仕事体験がで

きるアミューズメントフロアなどが

新しく登場！ぜひ楽しさがパワーア

ップした関空展望ホールへ。

▼開館時間＝午前8時～午後10時（4

月～10月）※午前8時～10時はメイン

ホール4F・5F展望フロアのみ営業

▼入場料＝無料（施設により有料）

▼問合せ＝関空展望ホール「Sky

View」薀碚２０８２　

詳細についてはホームページをご覧

ください。→http://www.kansai-

airport.or.jp/

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

見
直
し
に
つ
い
て

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

重
度
障
害
者
の
方
を
対
象
に
タ
ク
シ

ー
利
用
料
金
の
う
ち
初
乗
り
料
金
を
助

成
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
可
能
期
限
が

九
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
十

月
以
降
に
利
用
さ
れ
る
方
は
再
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
現
在
未
利
用

の
方
も
随
時
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
一
・
二
級
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
Ａ
判
定
療
育
手
帳

の
所
持
者
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）

▼
助
成
額
＝
初
乗
り
基
本
料
金
（
但
し

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
）

▼
助
成
枚
数
＝
申
請
日
の
属
す
る
月
か

ら
起
算
し
て
平
成
十
八
年
三
月
分
ま
で

一
月
に
二
枚
ず
つ
発
行

▼
申
込
み
＝
身
体
障
害
者
手
帳
も
し
く

は
療
育
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
タ

ク
シ
ー
利
用
助
成
券
の
発
行
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
現
在
助
成
券
の
発
行
を

受
け
て
い
る
方
は
既
存
の
助
成
券
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
・
申
込
み
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
九
）

▼
内
容
＝
心
身
の
障
害
ま
た
は
傷
病
等

に
よ
り
、
理
美
容
店
を
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、
市

内
登
録
理
美
容
店
か
ら
自
宅
に
訪
問
し

調
髪
を
し
ま
す

▼
対
象
＝
在
宅
の
寝
た
き
り
老
人
の
い

る
家
庭

▼
費
用
＝
技
術
料
等
自
己
負
担
（
利
用

は
一
人
年
三
回
ま
で
）

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
四
・
三
〇
七
）

泉
南
市
で
は
、
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら

し
を
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
に
対
し
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
軽
易
な
日

常
生
活
で
の
援
助
を
行
い
、
高
齢
者
の

自
立
し
た
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
介
護
保
険
法
の
規
定
に
基
づ

く
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

な
い
概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
単
身
高
齢

者
の
方
で
、
軽
易
な
日
常
生
活
で
の
援

助
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

▼
内
容
＝
外
出
時
の
援
助
、
食
事
及
び

食
材
の
確
保
、
大
き
な
も
の
の
洗
濯
、

家
周
り
・
屋
内
の
整
理
整
頓
等

▼
費
用
＝
一
時
間
・
一
六
〇
円
※
生
活
保

護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉

課
（
内
線
三
〇
四
・
三
〇
七
）

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
方
や
そ
の
家
族
の
方
の
相
談
に
応

じ
た
り
、
必
要
な
助
言
を
行
う
、
身
近

な
相
談
員
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
員
＝
長
島
陽
一

な
が
し
ま
よ
う
い
ち

さ
ん
、
佐
久
間

さ
く
ま

知
子
と
も
こ

さ
ん
※
要
予
約
制

▼
予
約
・
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
）

精
神
障
害
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
支

障
が
あ
り
、
食
事
及
び
清
潔
の
保
持
等

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
必
要
と
さ
れ
る
方

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
所
持
者
、
ま
た
は
精
神
障
害
を
支
給

理
由
と
す
る
年
金
を
受
け
て
い
る
方

▼
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
調
理
・
洗
濯
・
買

い
物
等
の
家
事
援
助
、
身
体
の
清
潔
の

保
持
・
通
院
等
の
介
護
、
生
活
・
介
護

に
関
す
る
相
談
・
助
言
等

▼
費
用
＝
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得

税
金
額
に
応
じ
て
、
一
部
自
己
負
担
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

▼
そ
の
他
＝
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
相

談
、
社
会
復
帰
に
関
す
る
相
談
も
行
っ

て
い
ま
す

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
九
）

高
齢
者
及
び
高
齢
者
家
族
に
関
わ
る

問
題
や
悩
み
に
、
弁
護
士
・
税
理
士
・

社
会
保
険
労
務
士
・
保
健
師
な
ど
が
待

機
し
、
お
応
え
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
五
日
豺
・
六
日
貂
の
午

前
十
時
〜
午
後
四
時

▼
相
談
専
用
電
話
＝
０
６
・
６
８
７

５
・
０
１
１
０

▼
実
施
場
所
・
機
関
＝
大
阪
府
老
人
総

合
セ
ン
タ
ー
二
階
相
談
室
・
大
阪
府
高

齢
者
総
合
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
（
阪

急
・
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル
「
山
田
駅
」
か

ら
徒
歩
十
五
分
）
※
来
所
で
の
相
談
も
可

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
高
齢
者
総
合
相
談

情
報
セ
ン
タ
ー
薀
０
６
・
６
８
７
６
・

０
０
３
１
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障
害
者
の
方
へ
の
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
券
に
つ
い
て

大
阪
府
精
神
障
害
者

相
談
員
に
つ
い
て

軽
度
生
活
援
助
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

大
阪
府
シ
ル
バ
ー
一
一
〇
番

特
別
電
話
相
談

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す



小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
の
子
ど
も
を

養
い
、
守
り
育
て
て
い
る
方
が
も
ら
え
る

手
当
で
す
。（
た
だ
し
所
得
額
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。）

▼
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
最
初
の
子
ど
も

は
五
、
〇
〇
〇
円
、
二
人
目
の
子
ど
も
は

五
、
〇
〇
〇
円
、
三
人
目
以
降
の
子
ど
も

は
一
〇
、
〇
〇
〇
円

▼
平
成
十
六
年
度
に
も
ら
え
な
か
っ
た
方

に
つ
い
て
＝
五
月
に
申
請
さ
れ
る
分
か
ら

平
成
十
七
年
度
と
な
り
、
平
成
十
六
年
分

の
所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
額
の
制
限
を
超
え
る
所
得
で
あ
っ
た

た
め
に
手
当
が
も
ら
え
な
か
っ
た
方
は
、

五
月
中
に
再
度
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
家
庭
に
お

け
る
生
計
の
中
心
者
）
名
義
の
銀
行
等
の

通
帳
、
請
求
者
の
健
康
保
険
証
を
持
参
の

上
、
児
童
福
祉
課
へ
（
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
の
申
請
に
な
り
ま
す
）

▼
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
①
〜
⑦

の
よ
う
な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず

速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
で
あ
る
受
給
者

が
退
職
し
た
と
き

②
出
生
等
に
よ
り
、
支
給
対
象
と
な
る
児

童
が
増
加
し
た
と
き

③
受
給
者
の
住
所
が
他
市
区
町
村
に
変
わ

っ
た
と
き

④
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

⑤
受
給
者
、
児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

き⑥
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き

⑦
支
払
い
金
融
機
関
を
変
更
し
た
い
と
き

※
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
給
で
き
る

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課（
内
線
三
一
二
）

警
察
で
は
、
安
全
な
生
活
を
営
む
上
で

の
障
害
又
は
、
生
活
の
安
全
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

▼
相
談
場
所
＝
笊
警
察
相
談
室
（
大
阪
府

警
察
本
部
一
階
）
薀
０
６
・
６
９
４
３
・
１

２
３
４
（
代
表
）
薀
＃
９
１
１
０
（
直
通
）

笆
警
察
相
談
所
（
泉
南
警
察
署
広
聴
相
談

係
）
薀
磚
１
２
３
４
（
内
線
二
二
四
）

家
族
や
知
人
等
で
、
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
人
を
捜
し
て
い
る
方
は
、
一
度
特

別
相
談
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間
＝
九
月
二
十
日
貂
〜
二
十
六

日
豺
の
毎
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
開
設
場
所
＝
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王

寺
一
丁
目
十
一
番
十
八
号
四
天
王
寺
境
内

亀
の
池
南
側
「
が
ら
ん
回
廊
北
側
」

▼
そ
の
他
＝
特
別
相
談
開
設
期
間
以
外
で

も
、
大
阪
府
警
察
本
部
鑑
識
課
（
四
階
）

内
に
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を

常
設
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
し
て
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１
２
３
４

▼
一
般
課
税
と
簡
易
課
税
を
適
用
す
る
場

合
＝
納
付
税
額
に
差
が
生
じ
、
帳
簿
の
記

載
や
書
類
の
保
存
に
違
い
が
あ
り
ま
す

▼
簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
の
提
出
期

限
＝
平
成
十
七
年
に
新
た
に
課
税
事
業
者

と
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
で
す

▼
簡
易
課
税
の
場
合
の
納
付
額
の
目
安
＝

▽
小
売
業
の
方
は
、第
二
種
事
業
と
な
り
、

課
税
売
上
が
一
、
〇
〇
〇
万
円
の
場
合
、

納
税
額
は
一
〇
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

▽
飲
食
店
の
方
は
、第
四
種
事
業
と
な
り
、

課
税
売
上
が
一
、
〇
〇
〇
万
円
の
場
合
、

納
税
額
は
二
〇
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。

▼
消
費
税
額
の
計
算
方
法
（
目
安
）
＝
▽

簡
易
課
税
は
課
税
売
上
高
×
五
％
（
課

税
売
上
高
×
五
％
）
×
み
な
し
仕
入
率
▽

一
般
課
税
は
課
税
売
上
高
×
五
％
　
課
税

仕
入
高
×
五
％

▼
納
税
資
金
の
準
備
＝
納
税
資
金
の
積
み

立
て
に
よ
る
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。（
所
得
税
が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
消
費
税
の
納
税
額
が
発
生
し
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
磆
３
４
７

１
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　 　 　 　 笊 笆 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅
瑯 笄 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 筴 筧 筰 瑩 瑰 瑣
瑪 箘 箟 璋 璞 璧 珈
玳 笳 笘 珀 珥 腟 珞

9月1日～10月8日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟瑙筧筰筱瑰筮
瑪繼箟璋璞璧珈
玳縱笘珀珥珮珞

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟筴筧筰瑩筬瑣
瑪繼箟璋璞璧珈
玳縱笘珀珥腟珞

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

9月1日～10月8日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時半但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 

9月1日～10月8日・薀祟４３６１ 

行
方
不
明
者
を
捜
す

特
別
相
談
所
の
開
設

九
月
十
一
日
は

警
察
相
談
の
日
で
す

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

消
費
税
課
税
事
業
者
の

皆
さ
ん
へ

施
設
を
利
用
し
て
い
る
人
は
居
住
費
と

食
費
を
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す

が
、
在
宅
の
人
は
自
己
負
担
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
公
平
性
を
図
る
た
め
に
、

平
成
十
七
年
十
月
か
ら
現
行
で
保
険
給
付

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
利

用
時
の
「
居
住
費
（
光
熱
水
費
相
当：

個

室
の
場
合
は
減
価
償
却
費
を
含
む
）」
と

「
食
費（
食
材
料
費
と
調
理
コ
ス
ト
相
当
）」

が
保
険
給
付
の
対
象
外
と
な
り
、
利
用
者

の
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
但
し
、
所
得

の
低
い
人
に
は
負
担
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

▼
新
た
に
利
用
者
負
担
と
な
る
も
の
▽
介

護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）、
▽
介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
人
保

健
施
設
）
、
▽
介
護
療
養
型
医
療
施
設

（
療
養
病
床
等
）、
▽
短
期
入
所
介
護
（
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
を
利
用
す
る
場
合
＝
居

住
費（
短
期
入
所
介
護
の
場
合
は
滞
在
費
）

の
全
額
・
食
費
の
全
額

▽
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
▽
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

を
利
用
す
る
場
合
＝
食
費
の
全
額

※
実
際
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

き
に
か
か
る
費
用
は
、
施
設
と
利
用
者
の

契
約
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
。

▼
所
得
の
低
い
人
へ
の
負
担
限
度
額
＝
所

得
の
低
い
人
の
施
設
利
用
が
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
、
居
住
費
と
食
費
の
利
用
者
負

担
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
利
用
者
負
担
段
階
に
合
わ
せ
た
負
担

限
度
額
ま
で
を
自
己
負
担
と
し
て
支
払

い
、
残
り
の
差
額
分
は
「
特
定
入
所
者
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
介
護
保
険
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
通
所
系
の
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は「
認
定
証
」

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、「
認

定
証
」
の
交
付
申
請
な
ど
詳
し
く
は
市
介

護
保
険
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課（
内
線
三
三
六
）

泉
南
市
で
は
十
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
一
丘
幼
稚

園
内
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

笊
利
用
会
員
＝
お
お
む
ね
十
二
歳
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
方
。「
実
際
に
利
用
す
る

か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
歓

迎
し
ま
す
。

笆
協
力
会
員
＝
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
不
問
（
保
育
施
設
へ

の
送
迎
の
み
、
昼
間
、
日
曜
日
な
ど
都
合

に
あ
わ
せ
て
登
録
し
て
頂
け
ま
す
）

笳
両
方
会
員
＝
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
利
用
料
＝
七
〇
〇
円
〜
（
一
時
間
）

※
協
力
会
員
・
両
方
会
員
の
方
は
、
研
修

会
や
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
サ
ポ
ー
ト
中
の
事
故
に
備
え
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償
保
険

に
加
入
し
、
会
員
が
安
心
し
て
援
助
活
動

を
行
え
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

※
登
録
料
・
年
会
費
は
無
料
で
随
時
登
録

で
き
ま
す
。

▼
登
録
・
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線

二
四
二
）

自
動
車
図
書
館
は
車
両
の
更
新
の
た

め
、
九
月
の
巡
回
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
十
月
か
ら
は
、
新
車
両
で
巡
回
す

る
予
定
で
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

9月1日～10月8日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

③  
③  
④  
④  
潸  
潸  

濂  
濂  
⑱  
⑱  
⑲  
⑲  

⑩  
⑩  
⑪  
⑪  
⑫  
⑫  

濆  
濆  
澪  
澪  
濟  
濟  

潸  
潸  
⑥  
⑥  
⑦  
⑦  

⑲  
⑲  
⑳  
⑳  
澡  
澡  

⑫  
⑫  
⑬  
⑬  
⑭  
⑭  

濟  
濟  
濕  
濕  
濬  
濬  

9月 10月 10月 9月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　　珈玳珎
玻笙珥珮珞璢琅
瑯笄珸琲琺瑕琿
瑟筴筧瑜瑩筬瑣
瑪箘瑾璋璞箚珈
玳笳玻珀珥珮珞

巡
回
は
お
休
み
で
す 

巡
回
は
お
休
み
で
す 

施
設
で
の「
居
住
費
」と「
食
費
」

が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
　

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

九
月
の
自
動
車
図
書
館
の

巡
回
は
お
休
み
で
す

利用者負担段階 

第１段階 
本人及び世帯全員が市 
町村民税非課税であっ 
て老齢福祉年金の受給 
者、生活保護の受給者 

本人及び世帯全員が市町 
村民税非課税であって合 
計所得金額＋課税年金収 
入額が８０万円以下の人 

本人及び世帯全員が市 
町村民税非課税であっ 
て利用者段階第２段階 
以外の人 

第２段階 

第３段階 

居住費の上限額（日額） 食費の 
上限額 ユニット 

型個室 

１，６４０円 

　　８２０円 

　　８２０円 

１，３１０円 

　　４９０円 

　　４９０円 
（３２０円） 

（４２０円） 

（８２０円） 　　３２０円 

　　３２０円 

　　　　０円 

　　６５０円 

　　３９０円 

　　３００円 

ユニット型準個室 
及び従来型個室 多床室 （日額） 

※（）内は特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の額 



次
の
日
程
で
収
集
し
ま
す
。

※
九
月
十
九
日

は
休
日
で
す
が

通
常
通
り
収
集

を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

収
集
日
程
カ

レ
ン
ダ
ー
を
必

ず
確
認
し
て
頂

き
、
収
集
日
当

日
の
午
前
八
時

半
ま
で
に
、
決

め
ら
れ
た
集
積

場
所
に
、
分
別

し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

泉
南
市
一
般
家
庭
に
お
い
て
、
排
出
者

に
よ
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
、
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
生
ご

み
処
理
機
器
の
購
入
に
要
す
る
経
費
（
電

気
設
備
等
の
付
帯
設
備
費
用
は
補
助
で
き

ま
せ
ん
）の
一
部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。

▼
補
助
金
＝
次
の
①
〜
⑤
の
全
て
に
該
当

す
る
家
庭
に
交
付
し
ま
す
。

①
補
助
金
は
、
機
器
購
入
価
格
の
二
分
の

一
以
内
に
相
当
す
る
金
額
と
し
、
二
〇
、

〇
〇
〇
円
を
限
度
と
し
ま
す

②
泉
南
市
に
住
所
を
有
す
る
家
庭

③
機
器
を
泉
南
市
区
域
内
に
設
置
、
継
続

的
に
使
用
す
る
家
庭

④
機
器
を
そ
の
用
法
に
従
い
使
用
、
適
切

な
管
理
を
行
う
家
庭

⑤
堆
肥
等
が
で
き
る
機
器
に
つ
い
て
は
、

で
き
た
堆
肥
を
自
家
処
理
で
き
る
家
庭

※
但
し
、
生
ご
み
等
を
粉
砕
し
て
水
路
又

は
下
水
道
管
等
に
排
出
す
る
機
種
及
び
焼

却
を
目
的
と
す
る
機
器
は
対
象
外
で
す
。

な
お
、
補
助
金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

は
、
清
掃
課
に
備
え
付
け
の
生
ご
み
減
量

化
等
処
理
機
器
購
入
補
助
金
交
付
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添
付
書
類

（
笊
機
器
の
領
収
書
（
機
器
の
名
称
及
び

購
入
者
の
住
所
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
）
笆
機
器
の
保
証
書
笳
機
器
設
置
後

の
写
真
笘
市
税
納
税
証
明
書
（
納
付
期
限

到
来
分
の
完
納
証
明
。
但
し
、
生
活
保
護

世
帯
及
び
非
課
税
世
帯
は
除
く
）
を
添
え

て
清
掃
課
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

例
年
、
対
象
融
資
利
用
事
業
者
に
申
請

案
内
の
送
付
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
四
月
一
日
よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が

全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
関
係
機

関
よ
り
対
象
融
資
利
用
事
業
者
の
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の

で
、
申
請
案
内
・
申
請
書
類
の
送
付
及
び

利
子
補
給
の
実
施
を
今
年
度
よ
り
登
録
制

に
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対

象
融
資
を
利
用
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
方

は
地
域
振
興
課
備
え
付
け
の
登
録
書
及
び

同
意
書
に
て
、
登
録
く
だ
さ
い
。
登
録
が

な
い
場
合
は
、
利
子
補
給
の
対
象
融
資
を

利
用
し
て
い
る
か
確
認
で
き
な
い
た
め
、

利
子
補
給
が
で
き
な
く
な
る
の
で
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
融
資
＝
▽
大
阪
府
制
度
融
資
笊
経

営
安
定
資
金
（
連
鎖
倒
産
防
止
対
策
資
金

含
む
）
笆
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
資
金
（
経
営

基
盤
確
保
特
別
融
資
・
緊
急
経
営
支
援
特

別
融
資
含
む
）

▽
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
笊
小
企
業
等

経
営
改
善
資
金
貸
付
（
平
成
十
五
年
一
月

一
日
以
降
に
融
資
実
行
さ
れ
て
い
る
方
）

▼
登
録
受
付
期
間
＝
九
月
一
日
貅
〜
十
月

三
十
一
日
豺

▼
持
参
物
＝
印
鑑
（
法
人
及
び
代
表
者

印
）
・
金
融
機
関
発
行
の
返
済
計
画
書

（
複
数
あ
る
場
合
は
全
て
）

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課（
内
線
五
八
三
）

計
量
法
に
基
づ
き
、
は
か
り
を
取
引
や

証
明
に
使
用
す
る
場
合
、
知
事
が
行
う
定

期
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
泉

南
市
で
は
次
の
と
お
り
計
量
器
検
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
は
か
り
の

使
用
者
は
必
ず
受
検
く
だ
さ
い
。

▼
定
期
検
査
の
対
象
と
な
る
計
量
行
為
の

例
＝
笊
商
店
・
ス
ー
パ
ー
・
工
場
等
で
商

品
・
材
料
・
製
品
等
を
量
っ
て
取
引
す
る

場
合
笆
宅
配
便
の
料
金
を
量
っ
て
決
め
る

場
合
笳
病
院
、
薬
局
等
で
薬
の
調
剤
に
使

用
す
る
場
合
笘
学
校
・
病
院
等
で
健
康
診

断
用
に
使
用
す
る
場
合

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課（
内
線
五
八
三
）

減
免
対
象
と
な
る
の
は
市
民
税
所
得
割

非
課
税
世
帯
で
、
賦
課
期
日
現
在
の
世
帯

主
及
び
被
保
険
者
全
員
を
対
象
と
し
て
、

平
成
十
六
年
中
所
得
の
合
算
額
が
、（
被

保
険
者
数
×
三
十
五
万
円
）
＋
三
十
五
万

円
以
下
の
場
合
。九
月
三
十
日
貊
ま
で
に
、

認
め
印
・
被
保
険
者
証
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
※
一
人
世
帯
の
場
合
は
、
六
十
八

万
円
を
基
準
額
と
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課（
内
線
二
九
一
）
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国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

計
量
器
の
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

泉
南
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資

利
子
補
給
を
利
用
の
事
業
者
へ

生
ゴ
ミ
処
理
機
器
の

購
入
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

９月19日豢 
　　20日貂 
　　21日貉 
　　22日貅 
　　23日豢 休　日 

　月　日 

月・木曜日地域 
火・金曜日地域 
月・木曜日地域 
火・金曜日地域 

可燃ごみ ペットボトル・ 
その他プラスチック 

コース№３ 
コース№４ 
コース№５ 
コース№６ 

と　き 
９月20日貂 

ところ 

西信達公民館 

新家公民館 

ＪＡ大阪泉州 
樽井支店 

泉南市役所 
別館１階 

人権ふれあい 
センター 

午前１０時半～午後３時半 
９月21日貉 
午前１０時半～午後３時半 
９月22日貅 
午前１０時半～午後３時半 

９月27日貂 
午前１０時半～午後３時半 
９月28日貉 
午前１０時半～午後３時半 

９月26日豺 
午前１０時半～午後１２時半 
９月26日豺 
午後１時半～午後３時半 

14

（№５６） 

ふるさとの自然や人々との 
ふれあいを通して豊かな心を育む　東小学校 

本校は泉南市の山間部に位置し、周囲を山々に囲ま

れた自然豊かな環境にあります。

春の鶯
うぐいす

、初夏の蛍
ほたる

、夏の蝉
せみ

、冬の淡雪
あわゆき

と四季折々の

自然の変化の中で５０名の子ども達は学習に励んでい

ます。「ともに学び、ともに生きる」を教育目標にし

ての取り組みを紹介します。

☆養護老人施設２ヶ所との交流

養護老人施設で

のお誕生会や小運

動会等に参加し、

歌やリズム遊びを

通して交流し、高

齢者への敬愛やい

たわりの気持ちが

育むよう活動して

います。

☆しめ縄作り

毎年１２月初旬に行われている恒例行事です。地域

の方を講師として招き、全校児童と幼稚園児が体育館

でお正月用の飾りを制作します。低学年にとっては、

難しいところもありますが、高学年が手助けしながら

楽しく制作しています。

☆英語活動

国際理解教育の一環として本年度から、全学年で週

１時間、英語活動を取り入れています。

歌や言葉遊び、

絵本を使って英語

に慣れることから

始めています。そ

のなかでリズムを

意識して聞き、真

似をし、声を出し

て言っていくうち

に自然と英語のリ

ズムが習得できることをめざしています。子ども達は、

英語の時間を楽しみにしています。

最
近
、
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
住
民

異
動
届
が
提
出
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
第
三

者
に
よ
る
不
正
な
届
出
の
防
止
と
早
期

発
見
の
た
め
、
十
月
一
日
貍
か
ら
住
民

異
動
届
を
提
出
さ
れ
る
方
の
本
人
確
認

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
届
出
の
際
に
は

本
人
確
認
書
類
を
ご
提
示
願
い
ま
す
。

▼
本
人
確
認
を
行
う
届
出
＝
転
入
届
・

転
出
届
・
転
居
届
・
世
帯
変
更
届

▼
本
人
確
認
書
類
＝
運
転
免
許
証
・
パ

ス
ポ
ー
ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・

健
康
保
険
証
な
ど
、
官
公
署
発
行
の
証

明
書
で
有
効
期
限
内
の
も
の

※
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
届
出
は
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に
市

民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
郵
送
で
転
出
証
明
書
を
請
求
さ
れ
る

場
合
＝
本
人
確
認
書
類
の
コ
ピ
ー
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
七
・

二
五
八
）

こ
の
度
、
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環
と

し
て
、
国
土
地
理
院
及
び
独
立
行
政
法

人
都
市
再
生
機
構
が
、
次
の
と
お
り
測

量
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
平
成
十
七
年
九
月
〜
平
成
十

八
年
三
月
（
予
定
）

▼
対
象
地
域
＝
泉
南
市
の
人
口
集
中
地

区
（
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）
※
人
口
集
中
地
区
と
は

人
口
密
度
が
四
、
〇
〇
〇
人
／
ｋ
裃
以

上
で
あ
り
、
隣
接
し
て
五
、
〇
〇
〇
人

以
上
を
有
す
る
地
区
が
存
在
す
る
地
区

の
こ
と
で
す

▼
作
業
内
容
＝
測
量
作
業
（
基
準
点
設

置
及
び
街
区
の
角
等
の
測
量
を
実
施
）

▼
問
合
せ
＝
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
九
時
半
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
五
時

の
間
に
都
市
再
生
機
構
西
日
本
支
社
都

市
再
生
企
画
部
薀
０
６
・
６
９
６
９
・

９
５
８
９
ま
た
は
、
国
土
地
理
院
近
畿

地
方
測
量
部
測
量
課
薀
０
６
・
６
９
４

１
・
４
５
０
７

皆
様
の
実
践
ア
イ
デ
ア
を
お
ま
ち
し

て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
期
間
＝
平
成
十
七
年
九
月
末
日

ま
で

▼
応
募
方
法
・
問
合
せ
＝
ハ
ガ
キ
又
は
、

封
書
に
実
践
ア
イ
デ
ア
（
様
式
は
自
由
）

と
住
所
、
氏
名
（
団
体
名
、
法
人
名
）、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所

環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）
へ

住
民
異
動
届
に
は

本
人
確
認
書
類
の
提
示
を

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

に
伴
う
測
量
等
の
実
施

第
五
回
泉
南
市
環
境

実
践
ア
イ
デ
ア
大
賞
募
集
中
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今
年
の
パ
レ
ー
ド
は
、
十
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
！
各
地
区
、
気

合
の
入
っ
た
曳
行
と
勇
壮
な
十
三
台

の
や
ぐ
ら
を
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
＝
十
月
二
日
豸
午
後
一
時
〜

四
時

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
周
辺
道

路
〜
泉
南
中
学
校
周
辺
道
路

▼
そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
パ
レ
ー
ド
開

催
場
所
周
辺
で
の
路
上
駐
車
は
や
ぐ

ら
曳
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
ご
観
覧
の
際
は
事

故
防
止
の
た
め
、
現
場
警
察
官
、
自

主
警
備
役
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
交
通
規
制
＝
パ
レ
ー
ド
当
日
、
あ

い
ぴ
あ
泉
南
、
市
役
所
及
び
泉
南
中

学
校
周
辺
道
路
は
一
部
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
の
で
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課

（
内
線
五
五
六
）

蘆
市
民
体
育
館 

国道26号 

泉南中 

泉南市役所 

あいぴあ泉南 

堺阪南線 

★ 

★ 
★ 

君ヶ池 

本田池 蝸 
※樽井北 

※
泉
南
市
 

　
　
役
所
南
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納
税
課
・
国
保
年
金
課
で
は
昼
間
、
仕

事
等
で
留
守
が
ち
な
方
を
対
象
に
、
夜
間

納
税
相
談
を
毎
月
十
日
（
土
、
日
、
祝
日

の
場
合
は
翌
執
務
日
）
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
相
談
時
間
は
午
後
五
時
四
十
五
分
か

ら
午
後
八
時
。
電
話
で
の
相
談
に
も
応
じ

て
お
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
三
）
・

国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
九
）

泉
南
市
祭
礼
パ
レ
ー
ド
及
び
市
内
各
地

区
の
祭
礼
（
秋
祭
り
）
開
催
に
伴
う
交
通

規
制
等
に
よ
り
、
さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉
南

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
一
部

変
更
・
休
止
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

笊
一
部
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月

二
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝
▽
山
回
り
（
第

三
便
・
第
四
便
）▽
南
回
り
（
第
二
便
・
第

三
便
・
第
四
便
）▽
北
回
り
（
第
二
便
・

第
三
便
）▽
中
回
り
（
第
二
便
・
第
三
便
）

笆
終
日
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
十
月

八
日
貍
、
九
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝
す
べ

て
の
運
行
を
休
止

▼
問
合
せ
＝
南
海
ウ
ィ
ン
グ
バ
ス
南
部
譁

薀
磅
０
６
０
１
ま
た
は
環
境
整
備
課
（
内

線
三
四
八
）

さ
わ
や
か
バ
ス

運
行
休
止
の
お
知
ら
せ

夜
間
納
税
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

最近、「耐震改修」という言葉

とは裏腹の、全く必要性・効果が

ない工事による被害が数多くあり

ます。また「モデル商法」と呼ば

れる「宣伝に使うので、安くする」

などと称して、実際には高額な代

金を請求する事例も後を絶ちませ

ん。このような悪質業者は論外と

しても、リフォーム工事独特の、

新築工事では起こりにくいトラブ

ルがあることも確かです。

一定規模以上の建築工事を受注

するには建設業の許可が必要で

す。しかし、総額５００万円未満

のリフォーム工事は、許可のない

事業者でもできるため、相応の施

工経験や経営基盤のない事業者も

参入しています。そのため、技能

不足による欠陥の発生や、事業者

の倒産や行方不明のためアフター

ケアが受けられないといったトラ

ブルが起こっています。

外壁、内壁本体、屋根、窓など

にかかわるリフォームは、建物の

強さの確保や雨の侵入防止という

建物の重要な機能を担う部分を、

「いったん壊し」て「また作る」

工事です。そのため、建築に関す

る十分な知識がないと、「いった

ん壊し」た際に、切ってはいけな

い部材を切る、外してはいけない

筋かいを外すなどといった問題を

起こしかねません。「また作る」

際にも、新築工事なら定石
じょうせき

どおり

にすれば済む部材の取り付けが、

簡単にできないといった、新築工

事以上に高度な知識や技能が必要

になることもあります。簡単な工

事に思えても、できるだけ多くの

事業者から見積書や施工計画書を

提出させ、その中から、工事代金

ばかりでなく、建設業の許可を受

けているか、建築士などの資格者

が設計や施工に関与しているか、

業務経験が長いかといった観点も

踏まえて選びましょう。既存の住

宅の新築工事を請け負った工務店

や住宅メーカーに相談するのも有

効です。

リフォームの際、年月を経た建

物だけに、壁をはがすと内部の柱

や土台が腐っているのが見つかる

こともよくあります。良心的な事

業者であればあるほど、建物の骨

組みの傷みをそのままにしておけ

ませんので、補修を進めるのです

が、その際、工事代金を明確にし

ないで補修工事を進めたために、

後になって金銭面でのトラブルに

なることがあります。

時間の制約から詳しい見積書な

どのやりとりが無理な場合でも、

工事の概略と概算額程度は取り決

め、その内容を文書にしておくべ

きです。

なお、事前に機材を使って建物

の内部を調べたうえで見積書を作

成する事業者もあります。調査・

見積の費用は別に必要となります

が、想定外の工事を減らすために

は有効でしょう。

契約の経緯やその際の事業者側

の説明内容によっては、特定商取

引法によるクーリング・オフや、

消費者契約法による取り消しがで

きる場合もあります。できるだけ

早く消費生活センターや弁護士会

の窓口などに相談しましょう。

出典：「くらしの豆知識2005」独

立行政法人国民生活センター発行

▼問合せ＝消費生活センター

（内線３１９）

広告掲載枠です。
内容については、今月号広報せんなんをご覧ください。
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直通　薀 祀２８５５

誠に残念なことながら、泉南市内

において悪質な差別事象があいつい

で発覚しています。

第一は、本年３月にＪＲ阪和線新

家駅の構内トイレで発見された、外

国人の方を誹謗中傷する差別落書き

です。

第二は、本年２月に、泉南市教育

問題審議会で取りまとめられた小学

校校区再編中間案の公表を契機とす

る一連の部落差別事象です。その一

は、本市教育委員会事務局への匿名

の電話で、同和地区と同じ校区にな

ることを反対するものです。その二

は、同審議会学校教育部会において、

傍聴者から感想として提出されたメ

モによる要望書です。その三は、同

審議会学校教育部会において、泉南

市教育問題審議会に対して提出され

た校区再編の反対を趣旨とする嘆願

書における意見書です。これら傍聴

者のメモによる要望書や嘆願書にお

ける意見書の中に、同和地区に対す

る忌避意識や差別意識に基づく悪質

な部落差別事象・土地差別事象があ

いついで発覚したことです。

第三は、本年７月に、本広報紙の

表紙に掲載示していますように、「林

道高倉線からお菊松ハイキングコー

ス」「りんくう南浜サザンビーチ隣接

歩道」において、３０件近い悪質な

部落差別落書きが相次いで発見され

たことです。

これら一連の差別落書きは、すべ

て部落差別に関するもので、極めて

人目につきやすい場所に、賎称語
せんしょうご

が

大量に書かれ、さらに行為者の意図

として「追放、殺すぞ」と書かれて

おり、断じて許すことのできない極

めて悪質な差別行為です。

大阪府実施の「２０００年部落問

題調査」によりますと、大阪府民の

８３．３％、同和地区住民の７２．

７％が「部落差別はある。」と答えて

おり、発覚した部落差別事象は１９

８９年から１９９８年までの１０年

間で２，７９２件（別掲グラフ参照）

にもなります。今般の本市における

差別事象も残念ながら未だ市民の中

に潜在する差別意識が顕在化したも

のと考えられ、実際に生起している

事象は氷山の一角とも考えられます。

本市におきましては、人権に関わ

る課題を市政の最重要課題の一つと

位置づけ、部落差別をはじめあらゆ

る差別をなくすため、平成７年に

「泉南市部落差別などあらゆる差別の

撤廃と人権擁護に関する条例」を施

行したことをはじめ、人権意識の高

揚を図るための、人権教育・啓発な

ど様々な施策を積極的に推進してき

ました。そうした中であるにもかか

わらず、今般相次いで極めて悪質な

差別事象が生起したことは市として

誠に残念であり、心から遺憾の意を

表するものです。本市といたしまし

ては、今般の差別事象を大きな教訓

として真摯に受け止め、二度とこの

ような差別事象を発生させないこと

はもとより、あらゆる差別を許さな

い人権尊重の地域社会づくりに向け、

市民の皆様とスクラムを組み全庁を

あげて全力を尽くしていく所存です。

市民の皆様方の積極的な、御協力・

御参画を心よりお願い申し上げます。

また、部落差別や外国人に対する

差別等の落書きを見かけた方は、泉

南市役所人権推進部までご一報くだ

さい。

泉南市人権政策推進本部

泉南市役所祟０００１（内線２７０）

人権推進部（直通）祀２８５５

女
性
の
再
就
職
を
と
り
ま
く
環
境
を
知

り
、
自
分
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
、

自
分
ら
し
く
働
く
た
め
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
、
情
報
収
集
・
自
己
ア
ピ
ー
ル

の
方
法
・
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
実
践

的
に
学
び
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
別
表
の
と
お
り

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
十
時
〜
正
午
ま

で▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研
修
室

▼
対
象
＝
女
性
三
十
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
一
時
保
育
＝
定
員
は
十
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
一
歳
以
上
就
学
前
の
子
ど
も

が
対
象
で
す
。
一
時
保
育
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
初
回
の
み
子
ど
も
一
人
に
つ
き
保

険
代
と
し
て
五
〇
〇
円
が
必
要
で
す
。

▼
手
話
通
訳
＝
あ
り
ま
す
（
事
前
予
約
が

必
要
）

▼
申
込
み
＝
九
月
三
十
日
貊
ま
で
に
、
電

話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
手
話
通
訳
及
び

一
時
保
育
の
要
否
、
一
時
保
育
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が

な
）、
生
年
月
日
を
記
入
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
人
権
推
進

課
（
薀
祀
２
８
５
５
蕭
祗
０
０
７
５
／e-

m
ail:jinken@

city.sennan.lg.jp

）
ま
で

▼
そ
の
他
＝
基
本
的
に
連
続
し
て
受
講
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

大
阪
法
務
局
、
大
阪
府
子
ど
も
の
人
権

専
門
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐

待
等
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
相

談
を
受
け
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的

人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
次
の
内
容
で
子
ど
も
の
人
権
専

門
委
員
に
よ
る
夏
期
特
別
相
談
所
の
開
設

を
行
い
ま
す
の
で
、
あ
な
た
自
身
の
悩
み

ご
と
や
疑
問
、
心
配
ご
と
が
あ
れ
ば
話
を

聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
別
相
談
日
＝
九
月
十
二
日
豺
か
ら
十

六
日
貊
※
時
間
は
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

ま
で

▼
相
談
専
用
電
話
＝
子
ど
も
１
１
０
番
薀

０
６
・
６
９
４
２
・
１
１
８
３
薔
０
１
２

０
・
７
９
３
１
４
８
（
な
く
そ
ー
い
じ
め
）

▼
そ
の
他
＝
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す

▼
問
合
せ
＝
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
第

三
課
薀
０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
９
２
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結
婚
や
出
産
・
育
児
な
ど
の
た
め
に
、
仕
事
を
辞
め
た
け
れ
ど
、
ま
た
、
働
き

だ
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
。
ど
う
や
っ
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
っ
た
ら
い

い
の
か
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

と
　
き 

変
わ
る
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル 

〜
知
っ
て
お
き
た
い
社
会
保
険
・
税
金
等
〜 

「
わ
た
し
」
の
再
就
職
プ
ラ
ン
作
り
Ⅰ 

「
わ
た
し
」
の
再
就
職
プ
ラ
ン
作
り
Ⅱ 

〜
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
か
ら
始
め
よ
う
〜 

〜
情
報
収
集
・
自
己
ア
ピ
ー
ル
・
面
接
の
ポ
イ
ン
ト
〜 

　
尾
花
礼
子
さ
ん 

（
社
会
保
険
労
務
士
） 

　
中
崎
郁
子
さ
ん 

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・Ｆ
Ｐ
） 

テ
ー
マ
・
内
容 

講
　
師 

十
月
十
八
日
貂 

十
月
二
十
五
日
貂 

十
一
月
一
日
貂 

お
ば
な
れ
い
こ 

な
か
ざ
き
い
く
こ 



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００5.９） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

９月７日貉 平成17年４月生 
10月５日貉 平成17年５月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

９月28日貉 
午後12時半～２時 平成16年２月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

９月14日貉 
午後12時半～１時05分 平成14年２月生 

９月29日貅 
午後12時50分 
　～１時40分 

平成15年２月生 

歯みがき教室 ９月29日貅 
午後１時～１時20分 

平成15年１月生 
平成16年１月生 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種 ９月７日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

９月４日豸泉南市総合福祉センター 
９月９日貊泉南市役所 
午前１０時～正午、午後１時～４時半 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

10月7日貊、17日豺、24日豺、 
31日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

10月17日豺 
午後１時～３時 

９月20日貂 
９月27日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ９月30日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ９月30日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等、ミニ講座。予約不要 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、コップ。 
対象の人には個別通知（時間指定）します。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、お茶、筆記用具。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

随時 
市内の各医療機関へ直 
接申し込んでください。 

随時 
市内の各婦人科医療機 
関へ直接申し込んでく 
ださい。 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください。 
生後12か月～７歳６か月未満。 
▼麻しん＝１歳～１歳３か月の間に１回▼風しん＝１歳から３歳の間に１回 

40歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎 
機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底 
検査を実施。便潜血検査２日法。 
※できるだけセットで受けてください。携行品は健康手帳。 
※費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-10薀83-2357 
▼福本医院・婦人科 信達市場378薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311薀82-7018 
▼新泉南病院・婦人科（金・土曜午前のみ）りんくう南浜3-7 
薀80-5618 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。※費用＝600円 

20歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

（２歳６か月児歯科健康診査・親子教室） 
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▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
四
日
貅
、

十
二
月
一
日
貅
、
二
日
貊
の
午

前
中

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

（
妊
娠
中
の
方
は
除
き
ま
す
）

▼
定
員
＝
各
五
十
人

▼
費
用
＝
胃
が
ん
検
診：

八
〇

〇
円
、
大
腸
が
ん
健
診：

二
〇

〇
円

▼
申
込
み
＝
九
月
二
十
日
貂
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
又
は
電

話
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
そ
の
他
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。
現
在
治

療
中
又
は
経
過
観
察
中
の
方
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
づ
く
り

の
第
一
歩
で
す
。
一
生
自
分
の

歯
で
食
事
で
き
る
よ
う
に
、
歯

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
九
月
十
五
日
貅
、
十

一
月
十
七
日
貅
、
十
二
月
十
五

日
貅
の
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

▼
申
込
み
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
け
時
間
内
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
八
日
貅
、
九
日

貊
、
二
十
二
日
貅
、
三
十
日
貊

午
前
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
定
員
＝
各
三
十
人

▼
費
用
＝
無
料
（
喀
痰
検
査
は

有
料
四
〇
〇
円
）

▼
内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
撮
影
（
必

要
な
方
に
は
喀
痰
検
査
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
た
は
電
話

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

糖
尿
病
や
糖
尿
病
の
可
能
性

の
あ
る
方
、
ま
た
関
心
の
あ
る

方
を
対
象
に
糖
尿
病
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
二
十
六
日
豺

午
後
一
時
半
〜
三
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
＝
曽
和
亮
一

そ
わ
り
ょ
う
い
ち

さ
ん
（
医

師
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

た
ば
こ
の
煙
に
は
有
害
な
物

質
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
み
で

な
く
、
周
囲
に
い
る
人
の
健
康

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

一
緒
に
た
ば
こ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
七
日
貅
午

後
一
時
〜
三
時

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
研
修
室
一
・
二

▼
対
象
＝
禁
煙
を
考
え
て
い
る

方
・
興
味
の
あ
る
方

▼
講
師
＝
和
歌
山
労
災
病
院
内

科
部
長
／
山
本
康
久

や
ま
も
と
や
す
ひ
さ

さ
ん

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

▼
と
き
＝
九
月
十
六
日
貊
午
前

十
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三

階
研
修
室

▼
対
象
＝
十
八
歳
未
満
の
障
害

児
の
保
護
者
、
関
係
機
関
職
員

▼
講
師
＝
社
会
福
祉
法
人
い
ず

み
野
福
祉
会
山
直

や
ま
だ
い

ホ
ー
ム
家
族

会
播
本
裕
子

は
り
も
と
ゆ
う
こ

さ
ん

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府

泉
佐
野
保
健
所
地
域
保
健
課
母

子
チ
ー
ム
薀
磆
７
７
０
１

生
ま
れ
た
子
犬
を
譲
り
た
い

方
と
新
た
に
飼
い
た
い
方
を
事

前
に
募
集
し
、
子
犬
の
譲
り
受

け
の
機
会
を
設
け
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
五
日
貍
午
後

一
時
〜

▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所

▼
申
込
み
＝
子
犬
（
本
年
七

月
・
八
月
に
生
ま
れ
た
子
犬
に

限
る
）
を
提
供
さ
れ
る
方
、
飼

い
た
い
方
は
九
月
三
十
日
貊
ま

で
に
大
阪
府
泉
佐
野
保
健
所
衛

生
課
薀
磔
９
６
８
８
へ
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所
薀
磆
７
７
０
１

最
近
、
保
健
所
職
員
を
名
乗

り
、
企
業
あ
て
に
健
康
診
断
の

受
診
案
内
と
称
し
て
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
な
ど
悪
質
な
電
話

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
例
で
は
、
健
康
診
断
が
安

く
受
け
ら
れ
る
と
か
、
会
社
の

職
員
数
、
性
別
、
年
令
な
ど
聞

き
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

不
審
な
電
話
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
泉
佐
野
保

健
所
薀
磆
７
７
０
１
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

講
演
会
「
糖
尿
病
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
」

歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す

禁
煙
講
演
会
「
た
ば
こ

に
つ
い
て
考
え
よ
う
！
」

肺
が
ん
検
診
は

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

講
演
会
「
障
害
児
の
き
ょ

う
だ
い
へ
の
か
か
わ
り
方
」

悪
質
電
話
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

子
犬
の
新
し
い
飼
い
主

を
探
し
て
い
ま
す



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

９月　１日貅 
　　　～ 
９月１４日貉 

９月１５日貅 
　　　～ 
９月３０日貊 

青少年を対象にした、和歌山県清水 
町での地場産業体験や泉南市小学校 
低学年のキャンプでのサポート活動 
の様子をお伝えします。 

泉南市岡田浦漁港近くの天然の砂浜 
を舞台に地引き網ととれたて海鮮の 
漁師料理体験の様子をレポーターに 
より紹介します。 

青少年夏季 
体験交流活動 

地引き網と 
漁師料理体験 

10

７月の連休最終日、夏休みを目前にした海の日にサザンビーチでは夏本番を迎えていました。熱い砂浜、海の
薫り、青い海を求めてまだ午前中にもかかわらず、たくさんの海水浴客がテントの設置やビーチボールの準備を
行い、入念に準備体操をする家族連れも見られました。
海上の彼方にある関空から離発着する飛行機を眺めながら、隣のマーブルビーチでは、ジェットスキーが白い

波しぶきをあげ、暑い１日ではありましたが、海から吹く涼しげな風とともに皆さん良い休日を過ごされたので
はないでしょうか。 （７月１８日）

最高気温３４℃
サザンビーチは夏真っ盛り

文部科学省より認可された社団法人中央青少年団体連絡
協議会が実施している国際交流事業の一環として中国・中
華全国青年連合会の代表団が向井泉南市長を表敬訪問しま
した。
市長と代表団は親しく懇談し友好・親睦を図ることがで

きました。市長との懇談後、日中青少年指導者交流会が行
われ、本市から青少年指導員協議会、スポーツ少年団、
PTA協議会、少年少女合唱団の役員が出席し、青少年団体
の活動の現状や青少年健全育成活動などについて、状況報
告を行い次代を担う青少年の課題や対策について幅広い意
見交換を行い、実りある交流となりました。(７月２５日)

中国・中華全国青年連合会代表団が
表敬訪問
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九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」

で
す
。
一
九
二
三
年
（
大
正
十

二
年
）
の
こ
の
日
に
起
き
た
関

東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い

と
い
う
意
味
と
、
こ
の
時
期
に

多
い
台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味

を
込
め
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
は
観
測
史
上
最
多
と
な
る

十
個
の
上
陸
台
風
を
記
録
し
、

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
台
風
や
豪
雨
の
到
来
は

予
測
で
き
る
か
ら
と
安
易
に
考

え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
油
断
せ

ず
日
頃
か
ら
十
分
な
対
策
を
立

て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

屋
外

・
雨
ど
い
に
落
ち
葉
や
土
砂
が

詰
ま
っ
て
い
な
い
か
。

・
ベ
ラ
ン
ダ
に
植
木
鉢
や
物
干

し
竿
な
ど
飛
散
の
危
険
が
高
い

も
の
は
置
か
な
い
。

・
ひ
び
割
れ
、
窓
枠
の
ガ
タ
ツ

キ
の
あ
る
よ
う
な
窓
ガ
ラ
ス
は

外
側
か
ら
板
で
ふ
さ
ぐ
。

・
ト
タ
ン
の
破
損
、
は
が
れ
は

な
い
か
。

・
不
安
定
な
テ
レ
ビ
や
BS
の
ア

ン
テ
ナ
な
ど
は
針
金
な
ど
で
補

強
す
る
。

屋
内

・
懐
中
電
灯
や
ろ
う
そ
く
を
す

ぐ
に
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

・
い
つ
で
も
避
難
で
き
る
よ
う

に
、
非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意

し
て
お
く
。

・
家
族
で
も
う
一
度
、
避
難
場

所
と
避
難
経
路
を
確
認
す
る
。

も
し
も
避
難
途
中
に
は
ぐ
れ
て

し
ま
っ
た
場
合
の
連
絡
方
法
や

集
合
場
所
な
ど
も
決
め
て
お
く
。

・
気
象
情
報
を
注
意
深
く
聞
く
。

・
断
水
な
ど
に
備
え
て
、
飲
料

水
な
ど
を
確
保
し
て
お
く
。

・
む
や
み
に
外
出
し
な
い
。

避
け
る
こ
と
が
不
可
能
な
台

風
で
す
が
、
普
段
か
ら
の
小
さ

な
対
策
か
ら
大
き
な
被
害
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
毎
日
少
し
ず
つ
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
備
え
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh
ttp
://

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/̃

sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

風
水
害
に
備
え
よ
う
邇
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「自分たちのまちは、自分たちで守る」という
自発的意識により、平成１６年度に八幡山防災会、
男里区防災会が結成され、市内で７地区となりま
した。今後の初期消火等、自主防災組織としての
より一層の活動を支援するため、自主防災活動用
資機材の貸与目録の贈呈式が行われました。さら
に、災害に備えた安全・安心なまちづくりが推進
されるためにも、市内各地区で自主防災組織結成
が期待されております。なお、今回の資機材は
「宝くじ助成金」で配備されました。 （８月８日）

新たに２つ泉南市で７つ目の

自主防災組織が誕生しました

７月１３日・１４日に砂川高校の３年生が、家
庭科教育の一環として保育体験実習を信達保育所
で行いました。今年で、３年目となるこの砂川高
校生とのふれあいは、授業中に、時間をかけて
色々工夫しながら作ったアイディアいっぱいの玩
具（ダンボール製のサッカーボールや車、パズル
的当てなど）を使って５歳児の子ども達を相手に
遊んだり、自己紹介や音楽に合わせて身体を動か
したりする中で、心も身体も触れ合うことができ
た楽しい交流の場となりました。
また印象的な場面として、５歳児の子どもが遊

びに入りにくそうにしていると、男子高校生が心
配そうにそばに行き、遊びの輪の中に優しく誘っ
ている姿がありました。

砂川高校生との楽しいひととき！
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熊野九十九王子は熊野権現の分身を祀る社で、

平安から鎌倉時代にかけて「蟻の熊野詣で」と言

われたくらい熊野三山へ参る信仰が盛んであった

頃、熊野古道沿いに休憩所もしくは遥拝所
ようはいじょ

として

設けられたとされています。

一岡神社近くにのこる厩戸王子跡（写真上段）

は、後鳥羽院が紀州熊野 行幸
ぎょうこう

の際に宿泊された

という記録も残されており、大阪府の史跡にも指

定されています。

また、信達牧野にある一ノ瀬王子跡（写真中段）

は、明治３０年頃までは小さな祠
ほこら

が一つ残されて

いましたが現在はブロック囲いのなかに馬頭観音

と地蔵菩薩を祀った祠が２つ残るのみとなってい

ますが、地域の人々からは「馬頭さん」として親

しまれています。

長岡王子跡は諸説があり、一説には信達岡中に

ある岡中鎮守社（写真下段）を中心とした地であ

ったとされています。

いずれにしても、今では名残をのこす石碑だけ

が残されている王子跡も多く、きらびやかに着飾

った平安貴族たちが歌を詠みながら道中に点在す

る熊野九十九王子をへて熊野三山を目指し、詣で

ていった姿をおもいながら、市内王子跡をめぐっ

てみてはいかがでしょうか。

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （９／１２回）
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